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  １．開  会 

【事務局（片岡原子力安全対策課長）】 それでは、定刻となりましたので、ただいまか

ら北海道防災会議原子力防災対策部会有識者専門委員会を開催いたします。 

 私は、本日の司会を務めさせていただきます北海道原子力安全対策課長の片岡でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 本日の会議は、対面形式とウェブ会議システムによるオンライン形式を併用した開催と

させていただいております。 

 それでは、開催に当たりまして、はじめに、北海道原子力安全対策担当局長の平田より

ご挨拶を申し上げます。 

【平田原子力安全対策担当局長】 原子力安全対策担当局長の平田でございます。 

 有識者専門委員会の開催に当たりまして、一言、ご挨拶を申し上げます。 

 委員の皆様方には、日頃から道の原子力防災対策の推進にご協力をいただき、心から感

謝を申し上げます。また、本日は、ご多用のところ、当会議にご出席をいただき、ありが

とうございます。 

 本日の会議は、委員の皆様のご意向なども踏まえまして、対面とオンラインを併用する

形での開催とさせていただきました。よろしくお願いいたします。 

 また、オブザーバーといたしまして、泊原子力規制事務所から森原子力防災専門官と松

原放射線防災専門官にもご出席をいただいております。よろしくお願いいたします。 

 この会議は、北海道防災会議原子力防災対策部会に設置されている専門委員の学識経験

者の皆様に専門的な見地から北海道地域防災計画（原子力防災計画編）の修正などに関し

ましてご助言をいただくものでございます。 

 本日の議題についてですが、本年１月の能登半島地震では原子力災害は発生しておりま

せんが、住民の方々の生命や道路などのインフラに甚大な被害が発生し、その復旧、復興

に全力を挙げられている中、再び９月の豪雨により被災者の皆様の生活が脅かされる事態

となっており、近年の災害の激甚化、頻発化に対する備えがますます重要となっていると

考えているところでございます。 

 こうした状況を踏まえまして、道では、有識者の皆様の専門的な知見をいただきながら

地域防災計画の点検を進めてきたところでございまして、本日はそれを踏まえた計画修正

案と、１０月３１日に予定しております原子力防災総合訓練についてご説明をさせていた

だくこととしております。 

 道といたしましては、本日のご意見を踏まえ、引き続き原子力防災対策のさらなる充実、

強化を図ってまいりますので、委員の皆様のお力添えを賜りますようお願いを申し上げま

して、簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。 

 本日は、よろしくお願いいたします。 

【事務局（片岡原子力安全対策課長）】 次に、配付しております資料を確認させていた

だきます。 
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 配付資料は、資料１－１の北海道地域防災計画（原子力防災計画編）の修正案（素案）

の概要について、資料１－２の北海道地域防災計画（原子力防災計画編）修正案（素案）

新旧対照表、資料１－３の北海道地域防災計画（原子力防災計画編）修正案（素案）、資

料２－１の令和６年度（２０２４年度）北海道原子力防災総合訓練について、資料２－２

の令和６年度（２０２４年度）北海道原子力防災総合訓練実施要綱です。また、参考資料

としまして、「令和６年能登半島地震」を踏まえた北海道地域防災計画（原子力防災計画

編）の自己点検結果を添付しております。 

 それでは、議事に入ります前に、事務局よりご報告いたします。 

 本日、佐々木貴子委員と畠中委員におかれましては、ご都合により欠席となっています。 

 また、道の後志総合振興局からもオンラインで出席しておりますので、ご承知おき願い

ます。 

 それでは、早速でございますが、これ以降の議事進行は久下座長にお願いしたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

  ２．議  事 

【久下座長】 それでは、議事の進行を務めさせていただきます座長の久下でございます。

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 早速、議事に入りたいと思います。 

 まずは、議題（１）の北海道地域防災計画（原子力防災計画編）の修正について、事務

局から説明をお願いいたします。 

【事務局（岩木原子力安全対策課防災係長）】 北海道庁原子力安全対策課防災係長の岩

木でございます。 

 私から、議題（１）の北海道地域防災計画（原子力防災計画編）の修正について説明さ

せていただきます。 

 では、資料１－１で現時点の素案の概要を説明させていただきますので、ご覧ください。 

 はじめに、１の計画修正の趣旨でございます。 

 北海道地域防災計画は、災害対策基本法や国の防災基本計画等に基づき作成しているも

のでございまして、今般、令和６年能登半島地震を踏まえた道の自己点検や国の原子力災

害対策指針の改正等を踏まえ、原子力防災計画編について所要の修正を行うこととしたも

のであります。 

 続きまして、２の主な修正の概要についてですが、大きく、能登半島地震を踏まえた修

正、国の原子力災害対策指針の改正等を踏まえた修正、その他と整理してございますので、

順を追って説明させていただきます。 

 まず、一つ目の能登半島地震を踏まえた修正でございます。 

 こちらは、本日、参考資料として配付しております能登半島地震を踏まえた道における

地域防災計画の自己点検や、国が省庁横断でチームを立ち上げて行われた災害応急対策の
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検証の結果等を踏まえた修正となっております。 

 まず、能登半島地震におきましては、様々な偽情報や誤情報が拡散したことを踏まえた

対応としまして、国と連携し、偽情報・誤情報の流通・拡散の状況を把握しつつ、住民等

が的確な情報を入手するための注意喚起を図ることを追加したいと考えております。 

 次に、土砂災害などにより孤立地域が発生した場合も住民等に情報を迅速に伝えるため、

ドローンなどの無人航空機を情報伝達手段として活用することを追加したいと考えており

ます。 

 次に、避難経路の確保としまして、道路寸断が起きた場合には、道や関係町村、関係機

関が情報を共有し、安全な通行が可能な経路を住民等に対し周知することを明文化したい

と考えております。 

 次に、能登半島地震におきましては、多くの家屋が損壊等をしたことを踏まえ、そうい

った場合には、避難所のほか、気密性の向上等の放射線防護対策の機能を有する施設であ

る放射線防護施設を利用し、住民等に屋内退避していただくことを明文化いたします。 

 また、能登半島地震では、放射線防護施設の損壊等も発生したことから、そういった場

合の対応の整理としまして、町村内の他の放射線防護施設のほか、道の調整により、隣接

する市町村の避難所等で屋内退避していただくことを明文化いたします。 

 そして、避難経路などの道路啓開におきましては、電線が断線したり電柱が倒れたりし

た場合などの電気設備の除去作業等に関し、電力事業者との連携の強化が必要であること

から、道路啓開の関係機関として北海道電力株式会社を明文化いたします。 

 なお、国の検証などで挙げられました物資の備蓄や応援・受援体制の整備など、災害対

策全般に共通する修正につきましては、ただいまご説明しております原子力防災計画編と

同じく北海道地域防災計画の一つの編として位置づけられており、原子力災害時にも共通

して適用されることとなります北海道地域防災計画の本編の修正手続きにおいて実施され

る予定でございます。 

 それでは次に、原子力防災計画編の修正の二つ目の国の原子力災害対策指針などを踏ま

えた修正についてでございます。 

 まず、国の原子力災害対策マニュアルを踏まえ、原子力災害時に国により道庁で設置さ

れる原子力被災者自治体支援チームとの連携について追加いたします。 

 次に、国の原子力災害対策指針の改正を踏まえたものとしまして、放射性物質の環境へ

の放出前の段階から原子力施設等の状態により緊急事態区分を判断する基準でありますＥ

ＡＬの修正を反映いたします。 

 最後に、その他でございますが、高度被ばく医療支援センターは、原子力災害時におい

て長期的かつ専門的治療を要する被ばく傷病者や、除染が困難であり二次汚染等を起こす

可能性が高い被ばくを伴う傷病者の診療等を行うとともに、関係機関に対し必要な診療支

援や助言等が可能な専門家の派遣を行うセンターでございますが、こちらに原子力規制委

員会におきまして福井大学が追加されたことから、これを反映したいと考えております。 
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 また、原子力災害の中長期対策として、観光業における風評被害等の影響を軽減する広

報活動を行うことを追加するほか、機構改正に伴う修正や、そのほか記載方法の整理、統

一などを行います。 

 この資料の説明の最後になりますが、今後のスケジュールでございます。 

 本日、有識者専門委員の皆様から計画修正の素案についてご意見などを伺い、案を取り

まとめてまいります。その後、１１月中旬頃に北海道防災会議の幹事会を開催し、案を確

認した上で１２月の防災会議本体で諮り、修正を決定する予定としているところです。 

 資料１－１の説明は以上です。 

 次に、資料１－２の新旧対照表で、今ご説明した主な修正箇所の具体的な内容をご確認

いただきたいと思います。 

 それでは、早速、表紙を開いていただきまして１ページでございます。 

 記載方法の整理としまして、項の番号や文言の表現を整理しており、以降も複数の修正

を加えております。また、同じページに関係町村や関係機関、道の機構改正に伴う修正を

行っておりまして、こちらも、以降、複数修正する予定としております。 

 続きまして、２ページです。 

 こちらで、計画全体を通しまして、記載方法が揃っていない箇所などが何か所か見受け

られましたので、これを統一することとし、以降も複数の修正を加えさせていただきたい

と考えています。 

 続きまして、ページが飛びますが、９ページをご覧ください。 

 こちらは、国の原子力災害対策マニュアルの改訂を踏まえた修正として、原子力被災者

自治体支援チームについて追加をさせていただきたいと考えております。 

 また、同じ９ページですが、能登半島地震を踏まえた修正として、偽情報などへの対応

を追加させていただきたいと考えております。 

 さらに、同じページの下段になりますが、同じく能登半島地震を踏まえた修正としまし

て、住民への情報伝達手段として、防災関係機関と連携し無人航空機を活用することを追

加いたします。 

 次に、１０ページです。 

 同じく能登半島地震を踏まえ、避難経路の通行状況の把握と共有や、関係町村から住民

等に対し通行可能な経路を周知することを明文化いたします。 

 同じく、１０ページでございます。 

 避難等の方法について記載方法を整理いたします。 

また、能登半島地震を踏まえた修正として、家屋が損壊等をし、屋内退避が困難となっ

た場合に利用する場所としまして放射線防護施設を明文化させていただきます。 

 次に、１１ページでございます。 

 同じく能登半島地震を踏まえ、放射線防護施設が損壊等をした場合には、町村内の他の

放射線防護施設のほか、隣接する市町村の避難所等で屋内退避することを明文化いたしま
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す。 

 次に、少し飛びまして、１３ページになります。 

 原子力規制委員会による指定を踏まえまして、高度被ばく医療支援センターに福井大学

を追加いたします。 

 次に、１５ページになります。 

 能登半島地震を踏まえた修正としまして、道路啓開における関係機関として北海道電力

株式会社を明文化いたします。 

 次に、１６ページになります。 

 原子力災害の中長期対策として、観光業における風評被害等の影響を軽減する広報活動

を行うことを追加いたします。 

 最後になりますが、同じく１６ページから１７ページにかけてです。 

 国の原子力災害対策指針の改正を踏まえまして、原子力施設等の状態により、緊急事態

区分を判断する基準であるＥＡＬを修正いたします。 

 以上が具体の修正内容となります。 

 なお、資料１－３として、現在の計画に修正素案を見え消しで書き込んだものを配付さ

せていただいておりますが、本日、こちらの説明は省略させていただきます。 

 以上で、議題（１）の北海道地域防災計画（原子力防災計画編）の修正についての説明

を終了いたします。 

【久下座長】 ただいま説明のありました事項について、ご質問やご意見などはございま

せんか。 

 質問がある委員は、会場におられる方は挙手をいただいて、オンラインの方はマイクを

オンにして合図をお願いしたいと思います。 

 いかがでしょうか。 

【千葉委員】 質問ですけれども、北海道地域防災計画の位置付けについて確認させてく

ださい。 

 この記述は、できるだけ曖昧な形と言うと変ですけれども、裁量を持たせるような書き

方がいいのか、細かいことをどんどん規定しより詳細にボリュームを大きくするほうがい

いのか、どういう位置付けをお考えでしょうか。 

【事務局（片岡原子力安全対策課長）】 ただいまのご質問でございます。 

 計画ということでございますので、ある程度の具体性を持たなければ、実効性という意

味では災害時に対応できないのではないかと思っております。その一方で、計画に書き切

れないものも当然ございまして、そういうものについては、マニュアル等に委任して、そ

こで具体的なアクションを記載していくやり方もございます。 

 災害対策基本法という大枠があって、それを踏まえて地域防災計画を定めることになっ

ておりますので、法律よりもう少し具体的なものが防災計画の位置付けかと考えておりま

す。 
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【久下座長】 千葉委員のご意見も含めて、そのほかにご意見はございませんか。 

【葛西委員】 今回は能登半島地震の反省、教訓を生かしてかなり追記されていると思う

のですけれども、今後も、原子力災害に限らず、自然災害で何かが起きたときには、その

都度、アップデートをかけていくという認識でよろしいでしょうか。 

【事務局（片岡原子力安全対策課長）】 おっしゃるとおりでございます。 

 国の検証については、まずは検証チームをつくって今回の能登半島地震の検証が出てき

ていますけれども、今後、国でもワーキンググループをつくってより具体的に検討してい

く流れになっています。 

 私どもとしても、そういう動きをしっかりとキャッチアップして、随時、直せるものは

直していき、災害が新たに発生すれば、そうした検証や教訓を踏まえてアップデートして

いきたいと思います。 

 防災対策に終わりはないという言い方をしますけれども、そのような認識で私どもはや

らせていただいております。 

【久下座長】 それでは、オンラインで参加されています北浦委員、いかがですか。 

【北浦委員】 北浦です。 

 能登半島地震を踏まえて、国との連携や対応を検討されていて、よく練られた案だと思

います。今後もまた災害が発生することが多々あると思いますが、このような対応をいた

だければ、良い防災計画を練っていけると思います。よろしくお願いいたします。 

【久下座長】 佐々木委員、いかがですか。 

【佐々木（克）委員】 能登半島地震を踏まえた修正がよくなされていると思います。特

に、屋内退避の部分では、家屋が損壊して屋内退避が困難となった部分が以前拝見したも

のに比べ、きれいに修正されていて良くなったと思います。 

【久下座長】 ほかに何か追加のご発言はございませんか。 

 確かに、今、葛西委員、北浦委員からご指摘がありましたように、今回、能登半島地震

の教訓を生かして修正されたことは非常に良いと感じております。 

 また、無人飛行機、ドローンと言われている物などを用いた新しい技術を取り入れたと

いうことは、改善するという意味では非常に良いと私も感じました。 

 一方で、千葉委員がおっしゃられたところも非常に大事なことだと思います。私も、た

まにこういうものをつくっているのですけれども、あまりに長過ぎて、分厚くなってもフ

ォローし切れず、また、ぎちぎちに書き過ぎると臨機応変な対応が取れないという面と、

ここに具体的に書かないと行動しにくい面という二つの相反することのバランスをうまく

取りながら、今後も修正を加えていっていただければと思います。具体的に書き過ぎると

なかなか現場では対応しにくいですし、曖昧過ぎると対応できないというところからと思

います。その辺はどんどん改善していっていただければと思います。 

 ほかに追加のご発言はございませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 
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【久下座長】 特に修正意見はないということですので、事務局において、原案のとおり

手続きを進めていただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、議題（２）の令和６年度（２０２４年度）北海道原子力防災総合訓練につ

いて、事務局からご説明をお願いいたします。 

【事務局（谷原子力安全対策課主査）】 北海道原子力安全対策課の谷と申します。 

 私から、令和６年度（２０２４年度）北海道原子力防災総合訓練について説明させてい

ただきます。 

 資料２－１をご覧ください。 

 こちらは、今年度実施予定の訓練について、概要をまとめたものになります。 

 まず、１の訓練の目的ですが、関係機関の連携や防災業務関係者の防災技術の向上を目

的としております。毎年、担当者も替わるため、基本的な手順を繰り返し確認し、個々の

熟練度を高めていくことを重要と認識しております。 

 次に、２の主催ですが、道と１３町村となっております。 

 ３の実施日時は、令和６年１０月３１日（木）の１日で実施いたします。 

 ４の参加機関につきましては、ご覧のとおりとなっております。 

 ５の訓練想定でございます。 

 昨年は、台風との複合災害を想定した訓練でございましたが、今年は、後志地方西部を

震源とする最大震度６強の地震が発生、地震後、北海道電力株式会社泊発電所３号機にお

きまして、原子炉の一次冷却材が漏えいし、原子炉が停止、複数の設備故障などにより原

子炉の冷却が不能となり、原子力災害に至ることを想定しております。 

 ６の訓練内容ですが、まず、（１）の意思決定訓練では、オフサイトセンター運営訓練

と災害対策本部などの運営訓練を、（２）の実動訓練では、住民避難等訓練、原子力災害

医療活動訓練、緊急時環境放射線モニタリング訓練を主なものとして実施いたします。 

 そのうち、（２）の実動訓練の一番上の住民避難等訓練ですが、今年の避難対象町村は

ＰＡＺの泊村、共和町のほか、ＵＰＺは泊発電所から東側の共和町、倶知安町、仁木町、

赤井川村としております。 

 また、今年は能登半島地震が発生し、現地では道路が寸断され、孤立地域が発生するな

ど、様々な課題が出てきていることから、（２）の実動訓練といたしましては、住民参加

による住民避難等訓練の実施に加えまして、孤立地域の発生を想定した避難として実動組

織による救出救助やドローンを活用した住民広報、土砂災害状況の確認、衛星インターネ

ット機器、いわゆるスターリンクの設置展開や避難道路の啓開を行うとともに、避難所の

開設・運営や放射線防護施設損壊に伴う要配慮者の移転、避難経路が通行できない場合を

想定した迂回路への緊急交通誘導などの訓練を実施いたします。 

 最後に、７の課題等の整理につきましては、訓練にご参加をいただいた住民の方へのア

ンケート調査や訓練参加機関への事後調査を実施する予定です。 

 資料２－１の説明は以上となります。 
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 続きまして、資料２－１の令和６年度（２０２４年度）北海道原子力防災総合訓練実施

要綱をご覧ください。 

 １ページを開いていただきますと、先ほど説明いたしました目的や実施日時となってお

ります。そのほかは、対象施設、参加・協力機関などを記載しております。 

 参加・協力機関などにつきましては、全部で３２６機関となっております。 

 ５ページをご覧ください。 

 ７の訓練想定では、事態の進展や事故想定、それに対する要請・指示などを時系列で載

せております。 

 灰色の部分は訓練開始前の想定になりまして、８時３０分から訓練開始となります。ま

た、１０時３０分の時点で想定の時間を２日間スキップいたしまして、１１月２日の１１

時から訓練再開としております。 

 次の６ページですが、上段の地図は防護対策区域の概略図になります。本訓練では、放

射性物質放出後の一時移転の区域はＵＰＺの東側となっております。 

 また、その下の８の訓練内容でございますが、（１）の重点活動項目としまして、緊急

事態応急対策等拠点施設（オフサイトセンター）運営訓練、住民避難訓練、緊急時環境放

射線モニタリング訓練、原子力災害医療活動訓練の４項目の内容を記載しております。 

 次に、７ページをご覧ください。 

 （２）の各要素訓練です。 

 こちらにつきましては、訓練項目ごとに主要活動項目を設定しております。先ほどの資

料で説明した内容と重複しますので、こちらの詳しい内容は省略させていただきます。 

 １０ページの９の訓練の中止でございますが、災害などの発生により大規模な被害が発

生する場合には訓練の中止をする場合がございます。その際は、速やかに関係機関の担当

者に連絡いたします。 

 最後に１１ページです。主要訓練場所を載せております。 

 実施要綱の説明は以上となります。 

 １０月３１日の訓練実施につきまして、どうぞよろしくお願いいたします。 

 私からは以上になります。 

【久下座長】 ただいまご説明があった事項について、委員の皆様からご質問やご意見な

どはございませんか。 

【葛西委員】 今回、ドローンを活用した住民広報をしていただけるということで、活躍

の場が非常に大きいのがドローンかと思います。山あいや海沿いの地域でしっかり飛ばせ

るかを検証できるのは非常に意義のあることだと思っています。 

 今回、ドローンを飛ばすのがうまくいけば、来年度になると思うのですけれども、今度

は物資を入れられるかどうか、追加の訓練を考えていただきたいです。住民の避難はどう

してもヘリコプターなどだと追いつかなくて、物資さえ入れば屋内避難もしっかり守れる

という状況もできるかなと思います。物だけ入れられればというのは能登半島地震でもか
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なり多かったということでして、自分は移動しなくていいけれども、水や食料だけ届けて

くれたら道路が開くまでゆっくり待っていることもできたとお聞きしています。 

 今回、本当に安全に飛ばせるかという問題が最初の検証になると思うのですが、もし今

回でうまくいけば、来年度以降、物を入れてやっていただけたら良いかなと思いました。 

【久下座長】 私から一つ伺います。 

 説明をいただいたのですけれども、もう少し具体的に、能登半島地震を踏まえて今回の

訓練で工夫された点はどういったところでしょうか。 

【事務局（三浦原子力安全対策課課長補佐）】 能登半島地震を踏まえまして、ドローン

の活用とスターリンク、また、放射線防護施設が損壊した場合の放射線防護施設から他施

設への住民の移転訓練などを訓練の中に盛り込んでおります。 

【久下座長】 放射線防護施設というのは非常に有効な退避場所だと思います。それが損

壊してしまった場合の対応も今回の訓練でやられるということで、非常に良いと思います。 

 ほかに何かございませんか。 

 佐々木委員、何かございませんか。 

【佐々木（克）委員】 資料２－１にドローンを活用した住民広報、土砂災害状況確認と

いう話があるのですけれども、住民広報は、今回の訓練では、具体的にはどの時点でどの

ように行われる予定なのでしょうか。 

【事務局（三浦原子力安全対策課課長補佐）】 ドローンの広報につきましては、倶知安

町の旭地区を予定しております。スピーカーつきのドローンを使用いたしまして、避難所

の開設などの広報を実施する予定です。 

【久下座長】 北浦委員、何かございませんか。 

【北浦委員】 ドローンやスターリンクの接続状況をちゃんと見られる場所があるのかど

うかが気になったのですけれども、いかがでしょうか。 

【事務局（岩木原子力安全対策課防災係長）】 今回、先ほどご紹介させていただいたと

おり、倶知安町の旭地区でドローンを、それから、衛星通信のスターリンクについても同

じ地区で展開の訓練を実施する予定としております。 

 接続の部分につきましては、まず、ドローンにつきましては、訓練という位置づけでご

ざいますので、操作は現地で実施する予定になっているのですけれども、映像については、

映像伝送などが可能なのか、実際にオフサイトセンターに映像を飛ばしてみることができ

ないか、今、調整を進めているところです。 

 また、スターリンクにつきましては、展開後、自治体に衛星を使って通信が可能かどう

か、いわゆるオンライン会議のアプリなどを活用して試行してみるということを訓練で実

施したいと考えております。 

【事務局（片岡原子力安全対策課長）】 一つ補足です。 

 先ほど、座長から、今回、能登半島地震を踏まえてどんなことをやるのかというお話が

ありました。 
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 ドローンやスターリンクは新技術の活用というところで大きな取組ではあるのですけれ

ども、孤立地域が発生したときに住民をどう救出救助するのかということで、実動組織に

よって特殊車両で状況把握して住民を救出したり、道路が寸断したときに、私どもは基本

経路とその他の代替の経路を事前に計画で定めてございますので、その避難経路が通行で

きないときに代替経路にどう誘導していくかということも反映した訓練を予定しておりま

す。 

【久下座長】 どうもありがとうございます。 

 千葉委員、どうぞ。 

【千葉委員】 昨年度も質問したかもしれません。１０時３０分の時点で時間を２日間ス

キップするということは、訓練に参加される住民の方々は認識されているのか、認識され

ているとするならばどういう手段で認識されているのか、教えていただけますか。 

【事務局（片岡原子力安全対策課長）】 住民に参加をいただく際は、関係町村で募集を

行っているのですけれども、こういう想定でこういう流れでということについては事前に

ご説明されている状況です。 

 ただ、おっしゃるとおり、説明しても分かりにくい点はあろうかと思います。原子力災

害は特殊な言葉も多いですし、２日スキップとはどういうことなのだということも当然あ

ろうかと思います。 

 ですから、訓練に参加した住民の方に対して、その場を活用して、訓練後、あるいは、

昼食を食べているときなどに改めて原子力防災の流れや当日の訓練の流れを含めて、町村

で改めてご説明する機会を設けてございます。そのような取組を通じて周知を図っている

というのが現状の取組です。 

【千葉委員】 募集のときに周知しているというのは、例えば、案内の用紙にそういうこ

とが記載されているのですか。 

【事務局（片岡原子力安全対策課長）】 案内のときにはそこまで記載してございません。 

 訓練だけではなく、事前に原子力災害が発生したときにこういう対応をしますというし

おりを配ったり、地域学習会という形を通じて町村で啓発しております。その中で、例え

ば、原子力災害が発生したからといって、すぐに着の身着のまま逃げてくださいというこ

とではないのです。しっかり放射性物質の放出状況をモニタリングして、避難区域を特定

した後に落ち着いて安全な状態で逃げられるのです。そこは繰り返し周知しているところ

ですし、これはまさに原子力防災対策の肝でございます。 

 その中で、２日間スキップの意味を住民の方にご理解いただくということかと思ってお

ります。 

【久下座長】 訓練に参加される方が訓練の意図を理解して参加するのと、ただこっちへ

来てください、あっちへ行ってくださいという形で移動するのでは効果が大分違うと思い

ますので、訓練だけではなかなか難しいかと思いますけれども、訓練前後の研修や広報を

通じて、少しずつ訓練の効果が上がることを考えていただければと思います。 
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 また、先ほど私がコメントしました能登半島の地震などの災害を基に再度訓練を現実的

なものにしたり、新しい技術を取り入れたり、毎年、ポイントを絞って訓練の効果を上げ

る試みはされていますので、そういったことを継続していただければ皆さんの理解が進む

のではないかと思いました。 

 追加の発言はございませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

【久下座長】 それでは、訓練においても特に修正などのご意見はなかったと思いますの

で、事務局において、原案に基づいて準備を進めていただきますようお願いいたします。 

 議題は以上ですけれども、最後に全体を通して何かございませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

【久下座長】 今日ご欠席の佐々木委員と畠中委員からは、この間の予備的な説明のとき

にご意見をいただいていると思いますので、そういったことも勘案しながら、より良い防

災の計画と訓練を今後も続けていただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして本日の有識者専門委員会を終了させていただきます。 

 委員の皆様におかれましては、円滑な議事の進行にご協力をいただき、ありがとうござ

いました。 

 それでは、進行を事務局にお返しいたします。 

 

  ３．閉  会 

【事務局（片岡原子力安全対策課長）】 久下座長、議事進行をありがとうございました。 

 また、委員の皆様、本日は、ご多用の中、委員会にご出席をいただき、誠にありがとう

ございます。 

 本日の委員会のご意見を今後の防災対策の充実にしっかりと生かしてまいりたいと思っ

ておりますので、先生方におかれましては、引き続き、ご助言のほど、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 以上をもちまして、北海道防災会議原子力防災対策部会有識者専門委員会を終了いたし

ます。 

 本日は、誠にありがとうございました。 

                                  以  上   


